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物
価
高
で
生
活
の
悪
化

今
年
に
入
り
、
為
替
レ
ー
ト

が
１
ド
ル
１
１
５
円
か
ら
１
５

０
円
近
く
に
な
り
、
円
安
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
で
原
油

価
格
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、
石
炭
等
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
影
響
で
物
価

が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
消
費
者

物
価
指
数
は
昨
年
比
３
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
物
価

高
騰
に
よ
り
生
活
悪
化
が
深
刻

と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な

基
本
賃
金
の
引
き
上
げ
で
は
、

食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

必
需
品
の
急
激
な
値
上
が
り
に

ま
っ
た
く
追
い
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。

物
価
高
騰
に
対
す
る

特
別
一
時
金
は
切
実

生
活
必
需
品
の
値
上
げ
幅
は

平
均
で
14
％
に
達
し
て
お
り
、

毎
月
の
負
担
増
は
標
準
的
な
世

帯
で
も
月
１
万
円
以
上
と

な

り
、
実
質
的
な
「
賃
下
げ
」
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
食
品
主
要
１

０
５
社
を
対
象
と
し
た

調
査

で
は
、
今
年
に
入
っ
て
７
月
末

ま
で
に
１
万
８
５
３
２
品
目
で

値
上
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
以
降
、
年
内
に
１
万
品

目

以
上
と
い
う
空
前
の
値
上

が
り
ラ
ッ
シ
ュ
が
待
ち
受
け
て

お
り
、
く
ら
し
を
ま
も
る
年
末

一
時
金
に
よ
る
生
活
防
衛
が
切

実
な
要
求
と
な
っ
て
お
り
、
年

末
一
時
金
へ
の
期
待
が
大
き
く

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
物
価
の
高
騰
は

労
働
者
の
切
実
な
生
活
防
衛
の

要
求
で
す
。

通
信
労
組
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
企
業
に
深
刻
な
物
価

高
騰
に
対
す
る
生
活
援
助
の
特

別
一
時
金
を
は
じ
め
と
す
る
、

「
年
末
特
別
手
当
の
大
幅
ア
ッ

プ
」
の
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

要
求
書

１
．

年
間
臨
給
で
の
年
末
特

別
手
当
回
答
を
見
直
し
、
自

社
採
用
社
員
（
中
途
採
用
含

む
）
、
直
接
雇
用
契
約
社
員

（
無
期
労
働
契
約
含
む
）
も

含
め
、
基
準
内
賃
金
の
５
・

86
ヵ
月(

70
％
地
域)

＋
20
万

円
、
基
準
内
賃
金
の
５
・
47
ヵ

月(

75
％
地
域)

＋
20
万
円
、

基
準
内
賃
金
の
５
・
13
ヵ
月

(

80
％
地
域)

＋
20
万
円
、
基

準
内
賃
金

の
４
・
82
ヵ
月

(

85
％
地
域)

＋
20
万
円
を
12

月
５
日
に
支
払
う
こ
と
。

２
．

60
歳
超
え
契
約
社
員

の
年
末
特
別
手
当
は
、
社
員

と
同
額
を
基
本
と
し
て
12
月

５
日
に
支
払
う
こ
と
。

３
．

深
刻
な
物
価
高
騰
に
対

す
る
生
活
援
助
の
特
別
一
時

金
と
し
て
12
月
５
日
に
一
人

１
２
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
。

４
．

人
権
無
視
の
Ⅰ
評
価
査

定
を
廃
止
す
る
こ
と
。

５
．

育
児
・
介
護
休
業
法
の

趣
旨
に
従
い
、
育
児
・
介
護

の
た
め
の
休
業
や
短
時
間
勤

務
取
得
者
に
対
す
る
特
別
手

当
の
定
率
部
分
減
額
は
不
利

益
扱
い
と
な
る
の
で
廃
止
す

る
こ
と
。

６
．

病
気
休
職
者
や
軽
減
勤

務
者
に
対
す
る
特
別
手
当
の

定
率
部
分
減
額
は
、
治
療
に

専
念
す
る
こ
と
を
妨
げ
、
安

全
と
健
康
に
対
す
る
「
配
慮

義
務
」
に
欠
け
る
も
の
で
あ

り
廃
止
す
る
こ
と
。

以
上

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
よ

り
通
信
労
組
に
新
た
な
60

歳
超
え
契
約
社
員
制
度
の

提
示
が
あ
り
ま
し
た
。

同
じ
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

か
ら
も
同
じ
内
容
で
の
提

示
が
り
ま
し
た
。

雇
用
形
態
は
月
給
制
の

み
で
、
評
価
に
よ
り
格
差

を
設
け
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
通
信
労
組
は
、

マ
イ
ナ
ス
評
価
で
賃
金
が

下
回
ら
な
い
、
格
差
を
つ

け
な
い
賃
金
制
度
を
要
求

し
て
い
き
ま
す
。

（
提
示
さ
れ
た
内
容
）

新
た
な
60
歳
超
継
続
雇

用
ス
キ
ー
ム
の
内
容

（
１
）
創
設
す
る
雇
用
ス

キ
ー
ム

定
年
退
職
時
ま
で
に
培
っ

た
職
務
経
験
等
に
基
づ
き
、

①
一
定
の
成
果･

業
績
を

あ
げ
る
者
を
年
収
３
０

０
万
円
程
度
で
雇
用
す

る
標
準
ス
キ
ー
ム
、

②
高
い
職
務
遂
行
能
力
や

専
門
性
に
基
づ
き
優
れ

た
成
果･

業
績
を
継
続

的
に
あ
げ
る
者
を
年
収

４
０
０
万
円
程
度
で

雇
用
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

ス
キ
ー
ム
、

③
高
い
付
加
価
値
を
創
造

き
る
専
門
性
の
高
い
社

員
等
を
更
に
そ
の
水
準

を
上
回
る
処

遇
で
雇

用
す
る
ス
キ
ー
ム
、
を

創
設
す
る
。

（
２
）
雇
用
契
約
の
概
要

対
象
者
は
、
定
年
退
職

と
な
る
社
員
で
再
雇
用

を
希
望
す
る
者
と
す
る
。

た
だ
し
、
各
ス
キ
ー
ム

で
の
雇
用
に
あ
た
っ
て

は
選
考
を
行
う
。

雇
用
期
間
は
、
毎
年
４

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
と

し
、
満
65
歳
に
達
し
た

年
度
の
年
度
末
ま
で
の

更
新
を
可
能
と
す
る
。

（
３
）
実
施
時
期

２
０
２
３
年
４
月

間違い探し：７つの間違いが

あります。

答えは裏面
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こ
と
ば
の
ミ
ニ
辞
典
よ
り

い
い
夫
婦
の
日

11
月
22
日
は
語
呂
合
わ
せ
か

ら
「
い
い
夫
婦
の
日
」
１
９
８

８
年
に
財
団
法
人
予
か
セ
ン
タ

が
、
夫
婦
で
予
か
を
楽
し
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
企
業
等
が
協
賛
し
て

「
い
い
夫
婦
に
日
」
を
進
め
る

理
想
の
夫
婦
「
パ
ー
ト
ナ
ー
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
の
発
表
、

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
、
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
な
ど
、
関
連
も
催
し
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

同
会
が
18
年
に
既
婚
者
を
対

象
に
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
夫

婦
が
円
満
で
あ
る
た
め
の
大
切

だ
と
思
う
こ
と
歳
て
（
複
数
選

択
）
、
「
話
を
す
る
・
聞
く
」

が
60
％
で
最
も
高
い
。
次
い
で

「
言
葉
に
し
て
感
謝
を
伝
え
る
」

48
％
「
信
頼
す
る
」
「
程
よ
い

距
離
感
」
各
47
％
が
4
割
以
上

で
続
く
。
「
家
事
の
分
担
」
は

35
％
で
低
め
だ
。
「
男
女
参
画

白
書
」
22
年
版
に
よ
る
と
、
共

働
き
が
年
々
増
え
る
一
方
で
、

専
業
主
婦
は
大
き
く
減
少
し
、

21
年
時
点
で
夫
婦
に
い
る
世
帯

全
体
の
23
％
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
が
２
月
に
は
じ
ま
り
、

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土

に
無
差
別
攻
撃
を
行
い
、
核

兵
器
の
使
用
も
示
唆
し
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
周
辺
で
も
、

北
朝
鮮
が
度
重
な
る
ミ
サ
イ

ル
発
射
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。

軍
事
費
の
２
倍
化
は

生
活
を
圧
迫

国
内
で
は
こ
の
よ
う
な

「
軍
事
的
緊
張
」
を
口
実
に
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、

軍
事
費
の
増
額
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

２
％
へ
向
け
て
の
議
論
を
進

め
て
き
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
２
％
は
11
兆
円
に
及
び
、

国
の
税
収
67
兆
円
の
16
％
に

及
び
ま
す
。
軍
事
費
の
拡
大

が
進
め
ば
際
限
の
な
い
軍
拡

競
争
に
な
り
、
国
民
へ
の
生

活
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
平

和
憲
法
９
条
の
精
神
と
真
っ

向
か
ら
衝
突
し
ま
す
。
い
の

ち
と
暮
ら
し
、
環
境
と
平
和

が
実
現
さ
れ
る
、
政
治
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平

和
外
交
に
よ
り
戦
争
を
し
な

い
仕
組
み
作
り
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

憲
法
集
会
ｉ
ｎ
京
都
集
会

11
月
３
日
、
京
都
市
東
山

区
の
円
山
公
園
音
楽
堂
で

「
憲
法
９
条
京
都
の
会
」
と

「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
民

ア
ク
シ
ョ
ン
・
京
都
」
の
会

主
催
で
「
憲
法
集
会
ｉ
ｎ
京

都
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

政
党
か
ら
、
社
民
党
、
新

社
会
党
、
日
本
共
産
党
、
緑

の
党
の
代
表
挨
拶
、
立
憲
民

主
党
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
運
動
の
力
で

９
条
を
生
か
す
政
府
を

集
会
で
９
条
の
会
の
事
務

局
長
の
小
森
陽
一
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
が
講
演
し
、

「
岸
田
政
権
は
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
保
有
し
、
戦
争
で
き

る
方
向
に
舵
を
切
ろ
う
と
し

て
い
る
。
２
０
１
５
年
の
安

倍
政
権
の
時
、
強
行
さ
れ
た

安
保
法
制
に
反
対
す
る
多
く

の
市
民
が
国
会
前
で
の
集
会

が
あ
り
、
政
治
を
変
え
て
い

く
た
め
「
野
党
は
共
闘
」
に

踏
み
出
し
ま
し
た
。
市
民
の

運
動
の
力
で
９
条
を
生
か
す

政
府
を
作
ろ
う
」
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
円
山
公
園

音
楽
堂
か
ら
京
都
市
役
所
前

ま
で
「
９
条
改
憲
、
絶
対
許

す
な
」
「
軍
拡
止
め
て
暮
ら

し
を
守
れ
」
と
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

語
学
の
達
人

「
こ
れ
を
使
え
ば
一
日
十
五

分
で
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
」
な
ど

と
い
う
宣
伝
を
よ
く
目
に
す
る

が
、
こ
れ
は
本
当
な
の
か
。
答

え
は
否
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
言
語
と
い
う
も
の

は
、
生
存
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
マ
ザ
ー
タ
グ
と
い
う
言

葉
が
英
語
に
は
あ
る
。
母
国
語

と
訳
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
日
本

人
な
ら
ば
日
本
語
を
意
味
す
る

言
葉
で
あ
る
。

生
き
て
い
く
に
必
要
な

言
語
の
習
得

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
赤
ち
ゃ

ん
は
、
母
親
の
言
葉
を
聞
き
な

が
ら
育
つ
の
だ
。
特
に
生
後
十

二
か
月
の
間
は
そ
の
能
力
が
著

し
く
活
性
化
し
て
い
る
。
そ
し

て
十
歳
ま
で
に
子
供
が
経
験
す

る
単
語
の
数
は
、
二
千
万
以
上

だ
と
い
う
。
そ
れ
は
言
語
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
人
間
と
し
て
生

け
て
い
け
な
い
か
ら
だ
。

大
人
が
母
国
語
以
外
の
言
語

を
習
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

こ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
経
験
を
ま
ね

る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
つ

ま
り
ど
う
し
て
も
、
そ
の
言
語

を
憶
え
な
け
れ
ば
非
常
に
困
っ

た
こ
と
に
な
る
と
い
う
状
況
を

人
工
的
に
作
り
出
す
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

く
そ
努
力
こ
そ
言
語
習
得
の
道

そ
れ
は
左
脳
に
あ
る
言
語
野

に
新
し
い
言
語
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
を
作
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
火
事
場
の
く
そ
力
的
努

力
を
要
す
る
。
言
語
の
習
得
に

は
、
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
と
い
う

究
極
の
真
理
が
存
在
す
る
所
以

で
あ
る
。

（
Ｎ
）

1面 まちがいさがしの答え

このアンケートは、働く人たちの生活実感

や要求をお聞きするために、全国各地で取り

組まれています。

職場の不安や不満は一人では解決できません。

アンケートにご協力ください

(スマホ・ＰＣからご回答はhttp://www.tcwu.

org/ 黄色いバナーよりお願いします)

通信本部のホーム

ページから回答で

きます。スマート

ホンはＱＲコード

からできます。 派遣社員用

契約社員用
正社員用
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